
［成果情報名］側芽培養によるアスパラガス新品種「ハルキタル」の効率的な原種苗生産手法

［要約］アスパラガス新品種「ハルキタル」の原種苗を効率よく生産する培養手法を開発

した。この方法では、側芽由来の幼植物を１～２ヵ月毎に継代培養するこによって、鱗芽

および貯蔵根の形成が促進され、生存率の高い原種苗を生産できる。
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［背景・ねらい］

福島県では、2004 年に、品質に優れ、収量性が高いアスパラガス全雄品種「ハルキタ

ル」を育成した。側芽培養による親株の原種苗生産を行ったが、ほとんど順化中に枯死し

てしまい、生産効率が非常に低い。そのため、順化後の生存率を高め、効率的に原種苗生

産を行う手法として、鱗芽および貯蔵根の形成を促進する培養方法を検討する。

［成果の内容・特徴］

１．「ハルキタル」の交配親である「9307（♀）」および「9701（♂）」の側芽由来の幼植

物を用いる（図１）。

２．継代培養は、根を全て切除し、更にシュートを基部から概ね２㎝残して切除した幼植

物を 1/2MS 培地(ショ糖３％、ゲランガム 0.2 ％、pH6.0)を 70ml 注いだプラントボック

スに移植し、温度 25 ℃、照度 2,000lux、18 時間照明下で行う（図１）。

３．概ね１～２ヶ月毎に継代培養を繰り返すことで、鱗芽および貯蔵根を形成した幼植物

が増加する（表１、図２）。

４．従来の側芽培養では、幼植物が発根した段階（図１－ A）で順化していたため順化効

率が低かったが、鱗芽および貯蔵根を形成した幼植物（図２）は、順化効率が高く、

概ね８割が原種苗として採種ほへの定植が可能となる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．「ハルキタル」以外の新品種の原種苗生産手法として活用できる。

２．優良個体の増殖に活用できる。

３．カルスを経由しないため培養変異の可能性は低い。

４．鱗芽および貯蔵根の形成に適する継代間隔は系統により異なる。

５．鱗芽および貯蔵根の形成には個体差があるため、個体毎に順化する必要がある。



［具体的データ］

図１．継代培養に用いる幼植物の状況および継代後の状況

Ａ：継代培養に用いる幼植物 Ｂ：継代直後の状況 Ｃ：継代１ヶ月後

図２ .鱗芽および貯蔵根を形成した幼植物

（福島県）
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表１ 鱗芽および貯蔵根形成におよぼす継代間隔の影響

供　試

個体数  １ヶ月  ２ヶ月  ３ヶ月  ４ヶ月  ５ヶ月  ６ヶ月  ７ヶ月  ８ヶ月

１ヵ月毎 102 0.0 2.9 9.8 35.3 48.0 62.7 69.6 78.4
２ヵ月毎 104 0.0 0.0 2.9 18.3 43.3 50.0 85.6 96.2
３ヵ月毎 64 0.0 0.0 0.0 9.4 25.0 32.8 50.0 60.9
１ヵ月毎 83 0.0 0.0 0.0 13.3 39.8 56.6 62.7 62.7
２ヵ月毎 79 0.0 0.0 2.5 7.6 15.2 17.7 21.5 34.2
３ヵ月毎 81 0.0 0.0 0.0 14.8 17.3 25.9 28.4 28.4

　　一回目の継代以降、１ヶ月毎に鱗芽および貯蔵根の形成率を調査した。　　は継代した月を示す。

ｘ：鱗芽および貯蔵根形成率＝鱗芽および貯蔵根形成個体数／供試個体数×１００

ｚ：「ハルキタル」の交配親、「9307」が雌株、「9701」が雄株

ｙ：一回目の継代以降、１ヵ月、２ヵ月、３ヵ月間隔で継代を行う区を設け、継代を繰り返し行った。

    継代は、幼植物の根を全て切除し、シュートも基部から概ね２㎝残して切除して行った。また、二回目の継代以

　　たシュートを基部から２～３㎝残して切除して継代した。

    降は、鱗芽および貯蔵根を形成した幼殖物は順化し、鱗芽および貯蔵根を形成しない幼植物のみ、新たに伸長し

継代間隔
ｙ

 系統名
ｚ 鱗芽および貯蔵根形成率（％）

ｘ

9307

9701

表２ アスパラガス原種苗の順化効率

鱗芽および貯蔵根 順　化 順化効率
ｘ

形 成 の 有 無 個体数 （％）

有 509 409 80.4
無 251 30 12.0
有 255 197 77.3
無 177 19 10.7

 系統名
ｚ

原種苗数
ｙ

ｘ：順化効率＝原種苗数／順化個体数×１００

9307

9701

ｚ：｢ハルキタル｣の交配親、｢9307｣が雌株、｢9701｣が雄株

ｙ：茎数３本以上、草丈30㎝以上を原種苗とした。


